
みどり自然課

野生生物担当

3143

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B58
身近なふる里みどり創造事業費 総務費 環境費 生物多様性保全推進事業費

生物多様性基本法 戦略項目

分野施策 040104 生物多様性保全の推進

１　事業の概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
繰 入 金

決定額 4,050 4,050 0 0

前年額 4,050 4,050 0

平成25年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

自然保護対策
費

事 業
期 間

平成21年度～ 根 拠
法 令平成27年度

　多種多様な生き物からもたらされる自然の恵みを受け
続けるため、生き物が棲みやすい環境づくりを県民参加
によって推進し、真に豊かな「みどりと川の再生」を実
現する。

（１）地域における在来種の回復及び保全の推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4,050千円
　

（１）事業内容
　　　地域における在来種の回復及び保全の推進（5月～1月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,050千円
　　　地域の植物等の状況を把握し、その知見に基づき外来種の駆除を行い、本来生息する在来種の導入を図る。
      さらに、その後の定着状況等を把握する。

（２）事業計画
　　　ＮＰＯ法人や県民参加による取組を通じて、地域のみどりの状況等を把握し、計画的に外来種を駆除するとともに
　　、本来生息する在来種の復元を図る。
　　　また、当事業を通じて生物多様性保全に取り組む団体を育成・ネットワーク化し、県民運動として活動を推進する
　　。
　　　
（３）事業効果　　
　　ア　地域のみどりの状況等を把握することで保全の方向性が共有できる。
　  イ　外来種の駆除が進み、本来の自然植生等を復元することができる。
　  ウ　在来種導入についての知見が蓄積することで、他地域での保全活動の参考となり、活動が広がる。

　　　生物多様性保全活動に取り組む団体数　平成23年度：48団体→平成25年度：130団体(目標)

県(10/10)

9,500千円×0.8人＝7,600千円

前年との
対比

― 環境部 B58 ―


	予算見積調書

